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  pay forward!   

5月 7日 GW最終日は山中スカウ 
トと吉田スカウトが企画運営し 
てくれたハイキングと BBQ＋全体 
ゲームを団行事としてスカウト、 
保護者に参加していただきまし 
た。 

祐天寺で組み分けをし 3 チーム 
に分かれスタート！ 

追跡ハイキングは小さい子をカブ隊、ボーイ隊のお兄
さんお姉さんスカウトがリードしながらゴールの林
試の森まで時間内に到達できました。 

林試の森では保護者が用意をしてくれた BBQ 野菜、
ウィンナー焼きと焼きそばはお腹のすいた私達を満
たしてくれました。美味しかった！ 保護者も交り全
体ゲーム、大笑いしました。 

集会修了時に皆にボーイスカウト活動の 1 つの基本
的な考え方の Pay Forward(pay it forward)の話しを
しました。Pay forward とは人から受けた親切を別の
人へ新しい親切で鎖の様につないでいくという志で
す。 

これは Pay back(親切にさらた人に返す)ではありま
せん。ボーイスカウト活動はこの Pay forward で先輩
リーダー、リーダー、スカウトと下へ下へと鎖の様に
繋げていく活動です。 

今リーダー達をしている指導者も皆さんと同じ小
中高生の頃に先輩のリーダー達にいろいろと指導し
て頂いたことを今は指導者となってスカウトへ恩返
しをしているわけです。そのことを忘れないように！ 

親子関係も同じく Pay forward といえるかもしれま
せんね！ 

4 月 2 日（日）若干遅めの桜がちらほら咲き出した祐天寺

祐光殿を会場に、今年度の入団・上進式が行われました。 

最初に杉本育成会長よりご挨拶、団の現状についてちょ

っと厳しいご指摘。続いてご来賓代表で青木区長よりご挨

拶、お忙しい中いつもありがたいですね。そして団委員長よ

り昨年の総括と今年の方針についての話がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご挨拶に続きまずは今年度のリーダーの任命がありまし

た。今年はビーバー隊が大きく変わりましたが他の隊は基本

的に現状維持です。ただ新ローバーも 4 名増えて各隊に若

い力が配置されました。 

スカウトの入団・上進はお休みのスカウトもあり人数は少

なめでちょっぴり寂し感じでした。それでも一つ上にあがっ

ていくスカウト達の生き生きとした顔が印象的でした。 

引き続きスーパーカブ・菊章・隼章・精勤賞・皆勤賞の表彰

をおこない第１部が終了しました。 

休憩を挟んだ第２部は富士章を取得した森スカウトの「富

士スカウトへの道のり」の報告会でした。スライドを使用して

ビーバーからの現在までの１３年間、継続することの大切さ

とリーダーへの感謝を話してくれました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ローバースカウトと指導者を兼務して活動しているメ

ンバーがほとんどである中で、自分たちのスカウトスキル

アップに繋がるローバー活動の充実を目指します！ 

４月１６日（日）祐天寺祐遊広場にて「ボ

ーイスカウト活動体験会」をおこないまし

た。  

ビーバー隊の体験活動ということで、

近隣小学校と幼稚園から、その数２９名と、

たくさんのお友達が遊びに来てくれまし

た。 

活動ではミニゲームや歌遊びを中心に

２時間盛りだくさんの内容でみんなと楽し

く過ごすことができました。引き続きの活

動にも是非遊びにきてもらいたいと思い

ます。 

なお、この日の活動については父母の

みなさまのご協力いただき、近隣の小学

校へ事前にビラの配布をおこないました。 

また当日もカブ隊のお母さま方に受付

のお手伝いを頂いております。 

 

 

          

 

第２３回世界スカウトジャンボリー「山手地

区報告書」がダウンロードできます！ 

一昨年、山口県きらら浜で開催された「第

２３回世界スカウトジャンボリー」の「地区レ

ポート」が下記ＵＲＬに登載されています。 

団ボリーに関わった方々の記録や想い出

として、またこれから参加を目指すスカウト

や保護者の方のご参考に是非一読するこ

とをお勧めします！！ 
http://bs-yamanote.net/wp-content/u
ploads/2016/09/23wsj_report.zip 

 

目黒 1 団では、今年度よりベンチャー隊とボーイ隊が合同

で活動するかたちとなりました。 

これは日本連盟の規約改定に先駆けたものですが、スカウ

ト・リーダーともに未経験への挑戦ということになりそうです。 

誰にとっても新鮮かつ、今までにないような大胆な活動を隊

一丸となって楽しんでいければと思います。 

ビーバー隊の活動は、お友達と楽しく遊ぶことが一番の目標です。

わがままや身勝手な行動をしていてはみんなと楽しく遊べません。 

たくさんの仲間を作って、いつもいつも楽しいビーバー隊の集会が

できるように、指導者も、そしてスカウトも一生懸命頑張っていきたい

と思います。 

今年から進級制度の変更に伴いまして、連盟の指示に先立ち、ベ

ンチャー隊とボーイ隊は基本的に一緒に活動する事になりました。 

それぞれの良いところは活かし続け、お互い足りない部分を補い

ながら相乗効果を高めます。そのためリーダーも垣根を下げてお互

い協力し、より魅力ある活動を目指します。 

ボーイスカウト活動では、スカウトの年代が上がっていくにつれ活

動の幅は広がっていきます。今年度カブ隊ではスカウト活動を継続

することによって見えてくる将来を見据えつつ、いまカブスカウトと

して、あるいは 3～5 年生の小学生としてどんな経験を得ることがで

きるか、どれくらい自らの世界を拡げていくことができるか、この点

に主眼を置いた活動を展開したいと考え、｢Broaden our World｣とい

う活動方針としました。 

これまでの｢カブ隊らしさ｣も残しつつ、指導者も含めた全員が自

分たちの世界を拡げていこうという意味合いになります。また、カブ

隊の大きな特色である｢組｣制度もさらに充実させたいと考えていま

す。プログラムを通して組の結束を深めることにより一層のスカウト

の成長を期待したいと思います。 
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４月２２日（日）ビーバー隊としては、伝統行事となりつつある恒

例の春の運動会、その名も『ビバリンピック』。今年も様々な競技を

実施しました。じゃんけんリレー、縄跳び、パン食い（お煎餅とうまい

棒で）競争、ピンポン球リレー（カラーボールで）、綱引き、最後は広

場内の遊具や施設を利用した障害物競走など、２時間ほとんど動

きっぱなしでした。 

前回の体験活動会に参加された方や、新しく体験に来てくれた

お友達もいて、大いに楽しむことができました。          

 

 

４月 16日（日）新年度を迎え、組のメンバーも新しくなった新生カ

ブ隊の初回集会は『基本訓練』！毎年やってますが、スカウトとして

の基本をしっかり振り返るスタートアップには大切な集会です。 

離合集散、方向転換、覚えることが沢山でウサギスカウトはたま

にあたふたしてました。 

最後には、尾っぽ取りをやり組のチームワークも少しは深まって

たようです。 

４月３０日には今年度初の組集会、カブ隊の八つ道具であるシー

ターポンも作りました！ 

作ってる時の顔は皆真剣でした。どんな物が出来上がったのか、

今度の隊集会での発表が楽しみですね！ 

        

  

 

4 月 22 日「新歓ローバーBBQ」をおこないました。 

新しくローバーに上進した 2 人と現ローバースカウトと

で火を囲み、これからのローバー隊について話し交流を

深めました。 

BBQ では、お肉にたく 

さんの野菜を食べて、デ 

ザートには焼きリンゴと 

焼きバナナを作りまし 

た。焼きリンゴは甘くな 

く、焼きバナナも微妙な 

味で失敗してしまいまし 

た。ですが、全員で楽し 

く活動ができました。 

  

 

 

4月 16日体験集会に合わせてＢＳ・ＶＳ隊集会を実施しました。

進級制度の変更を基に本年から合同で隊集会を開催する事に

したものです。  

今年度初めという事で、基本訓練（基本動作）を中心に行わ

れ、緊張感をもって集会ができました。 

また、火を使ったプログラムを行いましたが、イマイチな結果

となりまた再チャレンジする予定です。 

ＶＳはサポートという形でＢＳ隊集会に参加、ＢＳ指導者から指

示されながら対応しておりました。 

ＢＳスカウトと一緒に活動できてよかった面もあるようです。

今後の展開に期待です。      


